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9P 給食会だより（ご案内  他）



■
は
じ
め
に

　
本
校
の
児
童
は
、
自
身
が
成
長
し
て
い
く

中
で
、
健
康
の
保
持
増
進
上
の
課
題
が
多
々

み
ら
れ
、
早
急
に
改
善
を
図
る
べ
く
学
校
全

体
で
健
康
教
育
を
進
め
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
そ
こ
で
、「
つ
く
ろ
う
！
な
ろ
う
！
　元
気

は
つ
ら
つ
　
た
な
し
の
子
」（
健
康
な
生
活
を

め
ざ
す
実
践
力
の
育
成
）を
研
究
主
題
と
し

て
、「
自
ら
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
子
」の
育
成
を
め
ざ
し
、
健
康
教

育
の
校
内
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
体
力

向
上
、
食
育
、
安
全
指
導
、
学
校
保
健
の
各

領
域
か
ら
、
意
図
的
・
系
統
的
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
全
体
の
健
康
教
育
指
導
計

画
を
作
成
し
、
実
践
し
て
い
る
。

■
事
業
目
標

●
校
内
研
究
4
年
目
と
な
る「
健
康
教
育
」の

基
礎
を
活
用
し
、よ
い
運
動
の
仕
方
や
、よ
い

食
事
の
仕
方
を
学
び
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
、

体
育
授
業
の
充
実
と
体
力
向
上
の
た
め
の
効

果
的
な
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う
。

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
公

的
機
関
の
協
力
も
得
て
取
組
を
進
め
、
食
に

関
す
る
自
己
管
理
能
力
を
高
め
な
が
ら
健
康

的
な
食
習
慣
を
身
に
付
け
、
運
動
と
食
育
の

相
乗
効
果
に
よ
る
体
力
向
上
を
め
ざ
す
。

　
今
回
、
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
事
業
を

通
し
て
、
そ
の
実
態
を
数
値
的
に
検
証
し
て

い
く
こ
と
で
、
児
童
の
実
感
を
伴
う
実
践
に

つ
な
げ
、
家
庭
へ
の
啓
発
に
も
よ
り
説
得
力

の
あ
る
健
康
教
育
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
た
。

■
実
践
内
容

❶
児
童
の
実
態
把
握

　
6
月
に
、
身
長
、
体
重
、
体
脂
肪
率
、
筋

肉
量
、
骨
密
度
、
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
等
を
測
定

す
る
。
体
力
や
食
事
に
つ
い
て
の
意
識
や
、

生
活
習
慣（
就
寝
・
起
床
時
刻
、
排
便
、
朝

食
等
）等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
。

❷
指
導
内
容
の
再
検
討
を
す
る
。

❸
指
導
実
施

（
ア
）体
力
向
上
に
向
け
て
の
体
育
的
指
導

　
体
つ
く
り
運
動
、
縄
跳
び
、
持
久
走
、
体

幹
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

（
イ
）体
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
食
事
指
導

　
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
、
地
場
農
産
物
を
中

心
と
し
た
野
菜
の
摂
取
、
大
豆
活
用
、
食
事

の
基
本
ス
タ
イ
ル
の
確
立
、
和
食
の
よ
さ
等

❹
指
導
効
果
の
検
証

　
11
月
に
6
月
と
同
じ
内
容
で
再
度
測
定
・

調
査
し
、
ま
た
そ
の
結
果
を
、
6
月
の
測
定
・

調
査
と
比
較
し
検
証
す
る
。

■
実
践
例

❶
食
育
授
業
地
区
公
開
講
座
の
実
施

　
東
京
都
が
各
校
で
行
っ
て
い
る
、
道
徳
授

業
地
区
公
開
講
座
と
同
様
に
、
食
育
の
授
業

を
全
学
級
で
一
斉
に
行
い
、
保
護
者
や
地
域

に
授
業
公
開
す
る
。
そ
の
後
、
講
師
を
招
い

て
、
児
童
と
保
護
者
・
地
域
対
象
に
食
育
講

演
会
を
行
っ
た
。

❷
授
業
実
践
　特
別
活
動（
学
級
活
動
）4
年

「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

〜
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
で
記
録
を
出
す
た
め
に
〜
」

（
ね
ら
い
）

　
体
力
向
上
に
向
け
て
の
食
事
形
態
を
理
解

し
、
実
践
へ
の
意
欲
を
高
め
る
。

（
内
容
）

　
高
校
球
児
の
活
躍
シ
ー
ン
を
視
聴
し
、ジ
ュ

ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
食
事
の
写
真
か
ら
、
彼

ら
に
共
通
す
る
体
力
ア
ッ
プ
の
食
事
ポ
イ
ン

ト
は
何
か
を
考
え
、主
食
、主
菜
、副
菜
、汁

物
、
乳
製
品
、
デ
ザ
ー
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
。
体
力
ア
ッ
プ
の
食
事
ポ
イ

ン
ト
と
自
分
の
食
事
の
仕
方
と
比
較
し
て
、

違
い
を
発
表
す
る
。
新
体
力
テ
ス
ト
測
定
日

前
夜
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、
班
ご

と
に
ふ
さ
わ
し
い
一
食
分
を
考
え
る
。
学
習

内
容
等
を
家
族
に
伝
え
、
用
意
を
し
て
も
ら

う
よ
う
に
依
頼
す
る
。
ま
た
、
自
分
が
で
き

る
お
手
伝
い
も
考
え
る
。

（
保
護
者
へ
の
働
き
か
け
）

　
授
業
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
で
家
庭
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
給
食

だ
よ
り
を
発
行
し
て
、
家
庭
へ
啓
発
し
協
力

を
求
め
た
。

■
取
組
を
終
え
て

　
今
回
の
測
定
・
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
、

体
力
向
上
と
食
育
の
相
関
関
係
が
明
確
に
あ

る
と
い
う
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
デ
ー

タ
分
析
上
有
意
な
関
係
性
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
児
童
の
実
態
か
ら
は
、
多
く
の

効
果
が
見
ら
れ
た
。

　
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
向
上
し
た
児
童

が
80
％
以
上
も
お
り
、
そ
の
多
く
に
生
活
習

慣
の
改
善
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
日
常
の
学

校
生
活
の
中
で
も
、
外
遊
び
を
す
る
児
童
の

増
加
や
給
食
の
食
べ
残
し
率
の
減
少
な
ど
で

現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
校
の
よ
う
な
実
践

を
行
っ
て
い
な
い
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
校
と
の
比

較
で
も
、
成
果
が
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
結
果
を
活
か
し
、
児
童
の
心
と
体
の

健
康
的
な
成
長
を
願
っ
て
、
今
後
も
学
校
全

体
で
健
康
教
育
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保

護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

西
東
京
市
立
田
無
小
学
校

ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
事
業

〜
体
力
の
向
上
を
目
指
し
た

　食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
効
果
検
証
〜

前
田
無
小
学
校
校
長
　 宍
戸
　鈴
子

取 組 紹 介

筍ご飯、鰆の桜焼き、おひたし、
すまし汁、牛乳

ブラジル料理
フェジョアーダ、パステル、

ヴィナグレッチ

牛乳、鉄骨マッチョご飯、
鮭のポテト焼き、キャベツのナムル、

大根の味噌汁

牛乳、焼きカレートースト、
野菜ゴロゴロ豆ストローネ、

レンコンサラダ

27.4.16春

27.6.22夏

27.10.20
秋

27.12.2冬

グリコーゲンを蓄え、
有効活用するための
「たっぷり穀物、豚肉メニュー」
七分つきご飯、牛乳、
豚キムチ豆腐、おこげスープ、
りんごゼリー

測定日前日

「ビタミンＣと
良質タンパク摂取メニュー」
牛乳、ガーリックトースト、
魚介のトマト煮、
ブロッコリーサラダ、キウィー

測 定 日
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、
今
後
も
学
校
全

体
で
健
康
教
育
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
保

護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

アンケート実施によるプログラム成果検証
日本体育大学　　　　　　　　　　　　　
後藤彰　大石健二　門屋貴久　清宮孝文

　体力向上については、5月（春）と11月（秋）の新体力テスト結果の比較より、全体的に向上
傾向が示された。
　シャトルランについては、全体で平均3.3回増加した。また、男児は平均3.8回増加し、最も
増加したのは、5年生の平均7.4回（春48.1回➡秋55.5回）であった。次に女児は平均2.8回
増加し、最も増加したのは2年生の平均5.3回（春16.6回➡秋21.9回）であった。

　食習慣・生活習慣については、5月（春）と11月（秋）の調査結果（「はつらつアンケート」）の
比較より、仮説として着目した3つの項目のアンケート調査結果を以下に示す。（1項目のみ抜粋）

朝食のバランスについて
Q15. 朝ごはんで、1週間で何日位、赤、黄、緑の食品をバランスよく食べていますか。
　朝食のバランスについては、毎日バランスよく摂取している子が全体で平均2.5％増加した。
男児は毎日3食バランスよく摂取している子が平均0.9％増加し、最も増加したのは2年生の
平均30.9％であった。女児は毎日3食バランスよく摂取している子が平均3.8％増加し、最も
増加したのは3年生の14.2％であった。

食育と体力向上の関係性について
　新体力テストと「はつらつアンケート」の結果を分析するため、カイ2乗（χ2）検定の結果、食育
と体力変化に有意（p＜0.05）な関係性は検出されなかった。また、その中で仮説として着目した
3つの新体力テストの項目と食習慣・生活習慣の項目においても同様であった。このことは、本校
の児童の食習慣・生活習慣が基本的に整っていること、1年間（半年）という研究期間、さらに、
食育の視点から見た体力向上との関係性を裏付けるその他の要因や因果関係が考えられる
ため、相関関係が見受けられなかったと推察する。
　そのため、体力向上の視点から食習慣・生活習慣との関係性を見るために、クロス集計を
行ったところ、食習慣の項目であるQ15（朝ごはんで、1週間で何日位赤、黄、緑の食品をバランス
よく食べていますか。）においては、体力向上群の中で、食習慣が改善した子の数値の方が改善
の見られない子（表中では「悪化」と表記）の数値より高いことが分かった。

以下の表の見方について
　春から秋にかけて生活習慣が改善した者を「改善」、悪化した者を「悪化」、同じ回答を
した者を「同様」とした。また、春から秋にかけて「新体力テスト」の数値が増加した者を
「向上」、減少した者を「低下」、同じ数値の者を「同一」とした。

Q15. 朝ごはんで、1週間で何日位赤、黄、緑の食品をバランスよく食べていますか。
※縦軸：「食習慣・生活習慣」　横軸：「新体力テストの項目」

アンケート調査結果考察（田無小）
　前項の「アンケート実施によるプログラム成果検証」（日本体育大学）の結果をみると、新体力
テストと「はつらつアンケート」の調査分析結果からは、食育と体力向上において統計的に有意な
相関関係が見受けられなかった。
　しかし、日常における子供たちの様子や「はつらつカード」での保護者のコメントからも、体力
向上や食習慣の改善の傾向がうかがえる。そこで本校のアンケート調査結果を分析し、考察した。

Q15. 朝ごはんで、1週間で何日位赤、黄、緑の食品をバランスよく食べていますか。

◎朝ごはんを1週間で赤、黄、緑の食品をバランスよく食べている子の割合では、「毎日食べて
いる」が3％増加し、「食べていない」割合は14％から8％に減少した。さらに、毎日ではないが
1週間のうち5～6日食べている割合も増え、全体的にバランスのよい食事をしていることが
分かる。

ベンチマーク校との比較
◎「毎日食べる」が全体で48％から51％に3％増加したが、ベンチマーク校は変化がなかった。
Q15. 朝ごはんで1週間に何日位、赤、黄、緑の食品をバランスよく食べていますか。

◎「毎日食べる」が43％から46％に3％増加したが、ベンチマーク校は変化がなかった。

成 果
　体力向上の視点から見たときに、体力向上とともに食習慣・生活習慣が改善された子供が
いた。これは、「新体力テスト総合得点10ポイント上昇者83名中、全員が『はつらつアンケート』の
項目で改善が見られた」という結果から食習慣・生活習慣の改善が体力向上につながるもの
ととらえることができた。
　「楽しく、しっかり、こまめに体を動かすことで、空腹感を感じさせ、栄養バランスのとれた食事の
摂り方やぐっすり眠る習慣を身に付けることで体力の向上を図り、和やかな心を育成する」ことを
目標として進めた研究の成果は次のとおりであった。
・「赤・黄・緑の食品のバランスを考えながら食事をする」と答える子供が増えた。特に中学年で
の成果が顕著であった。「食べ物の働きを知り、バランスよく食べること」を中学年での評価
指標として食育授業を工夫、改善して取り組んだ成果である。家庭においても、バランスよく
しっかり食べさせているという保護者が増加した。
・5月（春）と11月（秋）に実施した新体力テストの比較により、各項目の運動能力の向上が
示された。特にソフトボール投げ、反復横とび、シャトルランにおける成果が顕著であった。

課題と今後の取組
　「体力の向上を目指した食育プログラム」を開発することを目的として研究を進めた。その結果
5月（春）と11月（秋）に実施した新体力テストの比較により、各項目の運動能力の向上が示さ
れた。体力向上と食育との関連については、新体力テストと「はつらつアンケート」の調査を分析
した結果、この両調査からは統計的に有意な相関関係が見られなかった。また、その中で仮説と
して着目した3つの新体力テストの項目と食習慣・生活習慣の項目においても同様であった。
本校の仮説を証明するに至らなかった結果は大きな課題である。そこで以下のことについて今後
の取組として実施する。
①1年間（実質半年）という研究期間の中で、食育と体力の統計的に有意な相関関係は見受け
られなかったととらえている。子供一人一人の食習慣・生活習慣の改善や体力向上の伸びの
関係性をより明らかにしていくためには、更なる研究期間が必要ととらえ研究を継続する。
②食育と体力向上の関係性については、食習慣・生活習慣の他にも体力向上につながる要因
や因果関係等が考えられることから、これらのことを明確にした上で、更に調査研究を進める。
③食習慣・生活習慣の向上を図り、体力の向上を目指す取組を強化する。
④子供の実態を明らかにし評価指標に検討を加え、食育的働きかけを強化し研究の充実を図る。
⑤地域や家庭の人材を招いて授業をすることや食育に関する内容を学校が発信することを更に
増やして、家庭や地域との連携をより一層深める。
⑥食育の充実を図るため、食に関する全体計画の見直しを継続して行う。それを基に、食育年間
指導計画を繰り返し見直す。

成果 検 証・分析 ※抜粋のため項目数や設問番号等が連続しておりません。

シャトルラン
（回）
1年生
2年生
3年生
4年生
5年生
6年生
合計

5.7
2.9
1.0
2.4
7.4
4.7
3.8

9.4
7.0
9.5
12.3
9.2
9.3
9.4

2.2
5.3
2.9
1.9
2.7
2.6
2.8

4.9
6.1
6.9
9.7
7.0
8.8
7.2

3.8
4.1
1.6
2.2
4.6
3.6
3.3

7.5
6.6
7.9
11.1
6.9
8.9
8.4

男 児
変化（春‐秋）
平均 標準偏差

女 児
変化（春‐秋）
平均 標準偏差

全 体
変化（春‐秋）
平均 標準偏差

朝ごはんの
バランス
1年生
2年生
3年生
4年生
5年生
6年生
合計

ー7
9
7
0
ー1
ー5
3

ー18.0%
30.9%
15.2%
ー0.9%
ー3.8%
ー7.2%
0.9%

ー4
1
7
ー1
6
3
12

ー6.4%
3.6%
14.2%
ー5.8%
12.9%
8.1%
3.8%

ー11
10
14
ー1
5
ー2
15

11.5%
17.1%
14.7%
3.1%
4.0%
ー1.2%
2.5%

男 児
変化（春‐秋）
度数 ％ ％ ％

女 児
変化（春‐秋）
度数

全 体
変化（春‐秋）
度数

シャトルラン

悪 化
同 様
改 善
合 計

40
65
39
144

28
45
27
100

9
9
8
26

35
35
30
100

86
137
122
345

25
40
35
100

度数 度数
低 下

度数
同 一 向上

％ ％ ％

毎日
食べる
43%

5～6日 15%
3～4日
13%

1～2日
15%

食べていない 14%春 秋
毎日
食べる
46%

5～6日 16%

3～4日
16%

1～2日
14%

食べていない 8%

毎日
食べる
43%

5～6日 15%
3～4日
13%

1～2日
15%

食べていない 14%春 秋
毎日
食べる
46%

5～6日 16%

3～4日
16%

1～2日
14%

食べていない 8%

毎日
食べる
35%

5～6日 15%
3～4日
19%

1～2日
19%

食べない 12%春 秋
毎日
食べる
35%

5～6日 18%
3～4日
15%

1～2日
21%

食べない 11%

田無小
3％UP!

ベンチマーク校
変化なし
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平
成
28
年
6
月
24
日（
金
）、
東
京

都
学
校
給
食
会
館
に
お
い
て
調
理
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
は「
調
理
技
術
の
向
上
と
お

い
し
い
献
立
」と
し
て
、
女
子
栄
養

大
学
名
誉
教
授 

殿
塚
婦
美
子
先
生

を
講
師
に
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

　
献
立
は
、
鶏
肉
の
ロ
ベ
ー
ル
風
・

み
そ
漬
け
豚
の
や
わ
ら
か
ソ
テ
ー
・

青
菜
の
お
浸
し
・
か
き
た
ま
汁
で
し

た
。

　
大
量
調
理
の
理
論
と
実
際
を
踏
ま

え
て
教
え
て
頂
き
、
調
理
作
業
の
記

録
と
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
標
準
化
す
る

方
法
を
実
習
し
ま
し
た
。中
で
も「
ロ

ー
ス
ト
フ
ラ
ワ
ー
」の
作
り
方
と
使

い
方
で
は
、「
ル
ー
」を
小
麦
粉
と
バ

タ
ー
を
使
用
し
て
時
間
を
か
け
て
作

る
の
で
は
な
く
、
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ブ
ン
で
小
麦
粉
に
火
を
通
し
て
、

人
手
と
時
間
を
節
約
し
た
調
理
方
法

に
受
講
生
か
ら
は「
な
る
ほ
ど
！
」と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
か
き
た
ま
汁
」の
と
ろ

み
の
濃
度
と
卵
の
散
ら
し
方
で
口
当

り
や
味
の
違
い
が
変
わ
り
、
調
理
技

術
の
向
上
は
美
味
し
さ
の
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
班
で
作
っ
た
か

き
た
ま
汁
を
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ー
カ
ー
に

入
れ
て
比
較
し
、
卵
の
散
ら
し
具
合

に
よ
っ
て
出
来
上
が
り
に
差
が
あ
る

と
分
か
り
、
さ
ら
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　
午
後
は「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
栄

養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
」と
題
し

て
、
料
理
研
究
家 

土
井
善
晴
先
生

に
和
食
の
食
文
化
に
つ
い
て
心
に
残

る
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
和
食
は
縄
文
時
代
か
ら
培
わ
れ
た

食
文
化
で
あ
り
、
普
遍
的
か
つ
、
ゆ

る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
家
庭
料
理
は
一
汁
一

菜
、
米
と
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
基

本
的
な
調
味
料
と
旬
の
食
べ
物
が
和

食
を
支
え
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
最
近
は「
食
べ
る
人
」が
中

心
に
な
っ
て
い
る
が
、「
作
る
人
」と

「
食
べ
る
人
」が
お
互
い
認
め
合
う
こ

と
の
重
要
性
と「
お
い
し
い
物
」「
お

い
し
く
な
い
物
」と
を
分
別
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
る
経
験
が
必
要
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
箸
等
の
置
き
方
に
つ
い
て
も
欧
米

で
は
食
事
の
左
右
に
縦
置
き
す
る
が
、

日
本
で
は
目
の
前
に
横
置
き
に
し
ま

す
。
こ
れ
は
〝
け
じ
め
〞
の
線
で
、

和
食
に
は「
食
べ
る
側
と
ご
飯
の
世

界
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
生
命
を
い

た
だ
く
こ
と
に
感
謝
す
る
」と
い
う

考
え
方
が
根
本
に
あ
る
と
の
お
話
し

が
印
象
的
で
し
た
。

　
最
後
に「
こ
の
よ
う
な
和
食
文
化

を
学
校
給
食
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
へ
の
発
信

を
考
え
た
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職

員
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。」と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

給食会だより

殿塚先生による調理講習

試食の様子

かきたま各班比較

土井先生のお話

調 理 講 習 会 報 告
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平
成
28
年
5
月
13
日（
金
）
東
京
都
学
校
給
食

会
館
に
お
い
て
、
京
都
府
立
大
学
京
都
和
食
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
・
淑
徳
大
学
看
護
栄
養
学
部
客
員

教
授 

田
中
延
子
先
生
に
よ
る
講
演
会「
学
校
給
食

の
本
質
を
考
え
る
」を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
世
界
の
学
校
給
食

（
ア
メ
リ
カ
・
タ
イ
・
中
国
・

韓
国
）の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
国
は
貧
困
対
策
と
就
学

奨
励
が
学
校
給
食
の
実
施
理
由

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

日
本
の
学
校
給
食
は
、
学
校
給

食
法
に
よ
っ
て「
教
育
」と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
韓
国
は
、
日
本

の
学
校
給
食
制
度
を
参
考
に
栄

養
教
諭
等
の
配
置
も
決
め
た
そ

う
で
す
。

　
我
が
国
の
課
題
と
し
て
、
人
口
の
減
少
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
健
康
寿
命
の
確
保
、
小
児
肥
満
等

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は「
食
」の
問
題
と
密
接
な
か
か

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
学
校
給

食
で
は「
食
に
関
す
る
指
導
」の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養

職
員
は
学
校
給
食
の
意
義
・
役
割
を
踏
ま

え
た
栄
養
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

校
に
お
け
る
食
育
の
中
心
と
し
て
、
次
の

世
代
の
大
人（
親
）を
育
て
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
力
強
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も「
日
本
の
学
校
給
食
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
り
、
よ
り
一
層
仕
事
へ
の
や
る
気

が
高
ま
っ
た
。
2
時
間
半
が
短
く
感
じ
る
ほ
ど
で

し
た
。」「
日
本
の
学
校
給
食

が
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し

い
。
田
中
先
生
の
話
は
楽
し

く
勉
強
に
な
り
ま
す
。」「
内

容
が
分
か
り
や
す
く
、
職
場

の
他
の
職
員
も
参
加
し
て
ほ

し
か
っ
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で

記
録
し
て
、
校
内
研
修
に
使

い
た
い
。」「
来
月
の
試
食
会

で
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
小
児
肥
満
に
つ
い
て

も
わ
か
り
や
す
く
、
理
解
で

き
ま
し
た
。
学
校
内
で
連
携

し
、
子
供
た
ち
の
将
来
の
幸

せ
の
た
め
に
食
育
を
し
て
い
き
た
い
。」そ
の
他
多

く
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
中
先
生
の
講
演
は
長
年
の
経
験
を
踏
ま
え
た

内
容
で
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
栄
養
管
理
や

個
別
指
導
の
方
法
な
ど
給
食
運
営
の
実
践
に
役
立

つ
内
容
で
し
た
。

　
8
月
9
日（
火
）、
10
日（
水
）、
東
京
都
学
校
給
食

会
館
に
お
い
て
学
校
給
食
用
パ
ン
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　「
パ
ン
の
ル
ー
ツ
、
学
校
給
食
に
お
け
る
パ
ン
の
歴

史
」「
製
パ
ン
法
」「
製
パ
ン
実
習
」「
パ
ン
の
良
否
の
見

分
け
方
」な
ど
学
校
給
食
用
パ
ン
に
関
し
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
パ
ン
技
術
研
究
所

研
究
調
査
部
チ
ー
フ 

並
木
利
文
氏
を
講
師
に
お
招
き

い
た
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は「
理
論
も
学
べ
る
製
パ
ン
実
習
で
勉

強
に
な
っ
た
」「
簡
単
な
よ
う
に
見
え
る
パ
ン
の
成
形

が
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
難
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」

「
栄
養
士
と
し
て
、
パ
ン
屋
さ
ん
が
届
け
て
く
れ
る
美

味
し
い
パ
ン
に
負
け
な
い
美
味
し
い
主
菜
、
副
菜
、

汁
物
を
作
っ
て
い
き
た
い
」「
パ
ン
が
小
麦
粉
か
ら
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
る
か
を
知
り
、
そ
れ
を
食
育
と
し

て
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
伝
え
た
い
」と
い
う
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
製
パ
ン
工
程
を
理
解
し
、
品

質
審
査
等
を
学
ぶ
こ
と
で
、
学
校
給
食
用
パ
ン
へ
の

理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
会
に
な
り

ま
し
た
。

給食会だより

学校給食パン講習会報告平成28年度

講義の様子

実習の様子

講
演
会
報
告

食
育

講演会の様子
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●
み
そ
の
起
源
は
古
代
中
国
の

「
醤
」だ
と
い
う
説
が
有
力

　「
醤（
し
ょ
う
・
ひ
し
お
）」は
、
鳥
獣
や
魚

の
肉
を
た
た
い
て
、
塩
と
酒
を
混
ぜ
て
壷
に

漬
け
込
み
、
１
０
０
日
以
上
熟
成
さ
せ
た
も

の
で
、
い
ま
の
ソ
ー
ス
や
醤
油
の
よ
う
な
使

い
方
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
紀
元
前
１
世

紀
頃
に
な
る
と
、
大
豆
や
雑
穀
を
発
酵
さ
せ

た「
豉（
し
）」が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
醤
や
豉
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た

か
の
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、醤
・
豉

の
文
字
は「
大
宝
令
」（
７
０
１
年
、大
宝
律
令

の
令
の
部
分
）に
初
め
て
登
場
。そ
こ
に
中
国

に
は
な
い「
未
醤
」と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
日
本
人
が
醤
に
工
夫
を
加
え

た
新
し
い
調
味
料
で
、
み
そ
の
前
身
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
そ
の

音
は「
み
し
ょ
う
」が
変
化
し
も
の
だ
と
想
像

で
き
ま
す
。

●
１
３
０
０
年
以
上
も

　
日
本
人
の
食
を
支
え
る

　
奈
良
の
都
に
は
未
醤
、
醤
を
扱
う
商
店
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
味
噌
」と
い
う

表
記
が
最
初
に
文
献
に
現
れ
る
の
は
９
０
１

年
の
こ
と
。
ち
な
み
に「
噌
」と
い
う
漢
字
は

「
味
噌
」以
外
に
使
う
こ
と
は
な
く
、
み
そ
の

た
め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
に
は
高
級
官
僚
の
給
与
と
し
て

み
そ
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
贈
答
品
と
し
て

も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
庶
民
に
は
ま

だ
ま
だ
手
が
届
か
な
い
贅
沢
品
で
し
た
。

　
当
時
の
み
そ
は
料
理
に
使
う
も
の
で
は
な

く
、
食
べ
物
に
か
け
た
り
、
つ
け
た
り
す
る

も
の
で
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
大
き
な
変
化

が
起
き
ま
し
た
。
み
そ
汁
の
登
場
で
す
。

　
禅
僧
の
影
響
で
す
り
鉢
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
粒
み
そ
を
す
り
つ
ぶ
し
た
と
こ
ろ
、

水
に
溶
け
や
す
く
な
り
、
み
そ
汁
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
鎌
倉
武
士
の
食
事
の
基
本
は「
一
汁
一
菜
」。

１
日
５
合
の
玄
米
ご
飯
と
、
魚
の
干
物
、
そ

し
て
み
そ
汁
と
い
う
献
立
が
彼
ら
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
の
源
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
時
代
に
確
立
さ
れ
た
一
汁
一
菜
の
食

事
の
基
本
が
明
治
・
大
正
に
い
た
る
ま
で
長

く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
み
そ
文
化
が
花
開
く

　
武
士
や
僧
侶
と
い
っ
た
特
権
階
級
の
間
で

食
さ
れ
て
い
た
み
そ
汁
が
、
室
町
時
代
に
は

庶
民
の
間
に
も
浸
透
。
ま
た
、
い
ま
に
伝
わ

る
み
そ
料
理
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
頃
か
ら
つ

く
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
武
将
た
ち
は
戦
の

勝
敗
を
も
左
右
す
る
貴
重
な
戦
陣
食
と
し
て

み
そ
に
着
目
。
仙
台
の
伊
達
政
宗
が
み
そ
の

自
給
の
た
め
に
城
下
に
建
て
た
「
塩
噌
蔵
」

は
、
日
本
で
最
初
の
み
そ
工
場
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
さ
ら
に
み
そ
文
化
が

花
開
き
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
食
品
に
な
り
ま
す
。
元
禄
期
に
は
江
戸

の
人
口
が
50
万
人
を
超

え
、
江
戸
と
江
戸
近
郊

の
生
産
量
で
は
到
底
ま

か
な
え
な
く
な
り
、
み

そ
が
三
河
や
仙
台
な
ど

か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
運

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●
豊
か
な
地
方
色

　
み
そ
は
大
豆
と
麹
、
塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
発

酵
・
熟
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
み
そ
は
麹
の
原
料
に
よ
っ
て
米
み
そ
・
麦

み
そ
・
豆
み
そ
の
３
種
類
と
、
こ
れ
ら
を
混

合
し
た
調
合
み
そ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
麹
の
原
料
以
外
に
は
甘
み
そ
・
甘
口
・

辛
口
と
い
っ
た
味
に
よ
る
分
類
、
色
に
よ
る

分
類（
赤
み
そ
、
淡
色
み
そ
、
白
み
そ
）が
あ

り
ま
す
。
色
の
違
い
は
発
酵
・
熟
成
中
に
ア

ミ
ノ
酸
と
糖
が
反
応
し
て
褐
色
に
変
化
す
る

「
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応（
褐
変
）」や
原
料
の
種

類
、
麹
の
量
に
よ
っ
て
も
生
じ
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
水
質
の
違
い
、
気
候
や
蔵
に
よ

っ
て
微
生
物
の
働
き
が
微
妙
に
変
わ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
複
雑
に
か
ら
み
合

っ
て
み
そ
に
個
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
全
国
に

は
お
よ
そ
千
数
百
種
類
も
の
み
そ
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
杯
の
み
そ
汁
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
の
気
候
や
風
土
、
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

●
み
そ
の
製
造
工
程

　「
手
前
み
そ
」の
言
葉
の
通
り
、
か
つ
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
み
そ
を
手
づ
く
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
れ
も
少
な
く
な
り
、

購
入
す
る
の
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
米
み
そ
・
麦
み
そ
と
豆
み
そ
で
は
製
造
工

程
が
異
な
り
ま
す
。

　
米
み
そ
・
麦
み
そ
の
場
合
は
、
大
豆
を
蒸

す
か
煮
て
つ
ぶ
し
た
も
の
に
、
麹（
米
麹
ま

た
は
麦
麹
）と
塩
を
混
ぜ
、
寝
か
せ
る
と
で

き
あ
が
り
ま
す
。
み
そ
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

寝
か
せ
る
期
間
が
異
な
り
、
甘
み
そ
は
比
較

的
短
く
、
辛
口
み
そ
は
長
く
な
り
ま
す
。

　
豆
み
そ
は
大
豆
を
水
に
浸
し
て
か
ら
圧
力

を
か
け
て
蒸
し
、
つ
ぶ
し
て
み
そ
玉
を
つ
く

り
ま
す
。そ
れ
に
種
麹
と
香
煎（
大
麦
ま
た
は

裸
麦
を
煎
っ
た
粉
末
）を
散
布
し
製
麹
し
ま

す
。
そ
の
み
そ
玉
麹
を
つ
ぶ
し
、
塩
水
と
塩

を
混
ぜ
て
熟
成
さ
せ
ま
す
。
な
お
、
国
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
約
８
割
が
米
み
そ
で
す
。

●
お
い
し
さ
を
守
る
た
め
に

　
開
封
後
は
な
る
べ
く
空
気
に
触
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ッ
プ
な
ら
み
そ
の

表
面
に
ラ
ッ
プ
を
、
袋
入
り
の
み
そ
で
あ
れ

ば
空
け
口
を
ゴ
ム
や
ク
リ
ッ
プ
で
封
を
し
て

か
ら
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
室

温
に
保
存
し
て
も
変
敗
、
腐
敗
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
気
温
が
高
く
な
る
夏

季
は
温
度
の
影
響
で
褐
変
が
進
行
し
や
す

く
、
色
が
濃
く
な
っ
た
り
香
り
が
変
化
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
じ
つ
は
冷
凍
庫
で
の
保
存

も
お
薦
め
で
す
。
み
そ
は
凍
る
こ
と
が
な
い

の
で
、
取
り
出
し
て
す
ぐ
に
使
え
ま
す
。

●
世
界
で
注
目
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

　
２
０
１
５
年
の
輸
出
実
績
は
約
１
．３
万
ｔ

と
過
去
最
高
値
を
更
新
。
１
９
７
５
年
に
は

８
０
０
ｔ
だ
っ
た
輸
出
量
が
約
16
倍
に
も
成

長
し
ま
し
た
。
世
界
的
な
和
食
人
気
に
加
え
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
健
康
と
食
と
い

う
観
点
か
ら
も
み
そ
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
近
年
の
発
酵
食
品
ブ
ー
ム
か

ら
、
み
そ
が
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は「
医
者
に
金
を
払
う
よ
り

も
、
み
そ
屋
に
払
え
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
し
た
。
平
均
寿
命
が
37
、
38
歳
と
い

う
時
代
に
75
歳
と
長
寿
だ
っ
た
徳
川
家
康
は

み
そ
ど
こ
ろ
の
三
河
出
身
。
葉
菜
が
５
種
、

根
菜
が
３
種
入
っ
た
み
そ
汁
を
食
べ
た
そ
う

で
す
。
代
々
の
将
軍
も
家
訓
を
守
り
、
食
膳

に
み
そ
汁
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
か
。

　
先
人
が
感
覚
的
に
と
ら
え
て
き
た
み
そ
の

力
が
、
現
代
の
科
学
で
次
々
と
解
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
国
の
歴
史
と
先
人
の
知
恵
が

つ
ま
っ
た
み
そ
は
、
こ
の
先
も
ず

っ
と
、
私
た
ち
の
健
康
の
礎
で
あ

り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

知識
食
品豆

ハ
ナ
マ
ル
キ
株
式
会
社

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

は米みそ圏
は豆みそ圏
は麦みそ圏
を表しています。

津軽みそ

仙台みそ

会津みそ

江戸甘みそ

信州みそ
相白みそ

東海豆みそ

讃岐みそ
（香川）

御膳みそ
（徳島）

瀬戸内麦みそ
（愛媛・山口・広島）

九州麦みそ

府中・広島みそ 関西白みそ

越後・佐渡みそ

秋田みそ

北海道みそ

越中みそ

加賀みそ

みそ分類
MAP

に
つ
い
て
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●
み
そ
の
起
源
は
古
代
中
国
の

「
醤
」だ
と
い
う
説
が
有
力

　「
醤（
し
ょ
う
・
ひ
し
お
）」は
、
鳥
獣
や
魚

の
肉
を
た
た
い
て
、
塩
と
酒
を
混
ぜ
て
壷
に

漬
け
込
み
、
１
０
０
日
以
上
熟
成
さ
せ
た
も

の
で
、
い
ま
の
ソ
ー
ス
や
醤
油
の
よ
う
な
使

い
方
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
紀
元
前
１
世

紀
頃
に
な
る
と
、
大
豆
や
雑
穀
を
発
酵
さ
せ

た「
豉（
し
）」が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
醤
や
豉
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た

か
の
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、醤
・
豉

の
文
字
は「
大
宝
令
」（
７
０
１
年
、大
宝
律
令

の
令
の
部
分
）に
初
め
て
登
場
。そ
こ
に
中
国

に
は
な
い「
未
醤
」と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
日
本
人
が
醤
に
工
夫
を
加
え

た
新
し
い
調
味
料
で
、
み
そ
の
前
身
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
そ
の

音
は「
み
し
ょ
う
」が
変
化
し
も
の
だ
と
想
像

で
き
ま
す
。

●
１
３
０
０
年
以
上
も

　
日
本
人
の
食
を
支
え
る

　
奈
良
の
都
に
は
未
醤
、
醤
を
扱
う
商
店
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
味
噌
」と
い
う

表
記
が
最
初
に
文
献
に
現
れ
る
の
は
９
０
１

年
の
こ
と
。
ち
な
み
に「
噌
」と
い
う
漢
字
は

「
味
噌
」以
外
に
使
う
こ
と
は
な
く
、
み
そ
の

た
め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
に
は
高
級
官
僚
の
給
与
と
し
て

み
そ
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
贈
答
品
と
し
て

も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
庶
民
に
は
ま

だ
ま
だ
手
が
届
か
な
い
贅
沢
品
で
し
た
。

　
当
時
の
み
そ
は
料
理
に
使
う
も
の
で
は
な

く
、
食
べ
物
に
か
け
た
り
、
つ
け
た
り
す
る

も
の
で
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
大
き
な
変
化

が
起
き
ま
し
た
。
み
そ
汁
の
登
場
で
す
。

　
禅
僧
の
影
響
で
す
り
鉢
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
粒
み
そ
を
す
り
つ
ぶ
し
た
と
こ
ろ
、

水
に
溶
け
や
す
く
な
り
、
み
そ
汁
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
鎌
倉
武
士
の
食
事
の
基
本
は「
一
汁
一
菜
」。

１
日
５
合
の
玄
米
ご
飯
と
、
魚
の
干
物
、
そ

し
て
み
そ
汁
と
い
う
献
立
が
彼
ら
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
の
源
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
時
代
に
確
立
さ
れ
た
一
汁
一
菜
の
食

事
の
基
本
が
明
治
・
大
正
に
い
た
る
ま
で
長

く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
み
そ
文
化
が
花
開
く

　
武
士
や
僧
侶
と
い
っ
た
特
権
階
級
の
間
で

食
さ
れ
て
い
た
み
そ
汁
が
、
室
町
時
代
に
は

庶
民
の
間
に
も
浸
透
。
ま
た
、
い
ま
に
伝
わ

る
み
そ
料
理
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
頃
か
ら
つ

く
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
武
将
た
ち
は
戦
の

勝
敗
を
も
左
右
す
る
貴
重
な
戦
陣
食
と
し
て

み
そ
に
着
目
。
仙
台
の
伊
達
政
宗
が
み
そ
の

自
給
の
た
め
に
城
下
に
建
て
た
「
塩
噌
蔵
」

は
、
日
本
で
最
初
の
み
そ
工
場
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
さ
ら
に
み
そ
文
化
が

花
開
き
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
食
品
に
な
り
ま
す
。
元
禄
期
に
は
江
戸

の
人
口
が
50
万
人
を
超

え
、
江
戸
と
江
戸
近
郊

の
生
産
量
で
は
到
底
ま

か
な
え
な
く
な
り
、
み

そ
が
三
河
や
仙
台
な
ど

か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
運

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●
豊
か
な
地
方
色

　
み
そ
は
大
豆
と
麹
、
塩
を
混
ぜ
合
わ
せ
発

酵
・
熟
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
み
そ
は
麹
の
原
料
に
よ
っ
て
米
み
そ
・
麦

み
そ
・
豆
み
そ
の
３
種
類
と
、
こ
れ
ら
を
混

合
し
た
調
合
み
そ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
麹
の
原
料
以
外
に
は
甘
み
そ
・
甘
口
・

辛
口
と
い
っ
た
味
に
よ
る
分
類
、
色
に
よ
る

分
類（
赤
み
そ
、
淡
色
み
そ
、
白
み
そ
）が
あ

り
ま
す
。
色
の
違
い
は
発
酵
・
熟
成
中
に
ア

ミ
ノ
酸
と
糖
が
反
応
し
て
褐
色
に
変
化
す
る

「
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応（
褐
変
）」や
原
料
の
種

類
、
麹
の
量
に
よ
っ
て
も
生
じ
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
水
質
の
違
い
、
気
候
や
蔵
に
よ

っ
て
微
生
物
の
働
き
が
微
妙
に
変
わ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
複
雑
に
か
ら
み
合

っ
て
み
そ
に
個
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
全
国
に

は
お
よ
そ
千
数
百
種
類
も
の
み
そ
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
杯
の
み
そ
汁
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
の
気
候
や
風
土
、
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

●
み
そ
の
製
造
工
程

　「
手
前
み
そ
」の
言
葉
の
通
り
、
か
つ
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
み
そ
を
手
づ
く
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
れ
も
少
な
く
な
り
、

購
入
す
る
の
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
米
み
そ
・
麦
み
そ
と
豆
み
そ
で
は
製
造
工

程
が
異
な
り
ま
す
。

　
米
み
そ
・
麦
み
そ
の
場
合
は
、
大
豆
を
蒸

す
か
煮
て
つ
ぶ
し
た
も
の
に
、
麹（
米
麹
ま

た
は
麦
麹
）と
塩
を
混
ぜ
、
寝
か
せ
る
と
で

き
あ
が
り
ま
す
。
み
そ
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

寝
か
せ
る
期
間
が
異
な
り
、
甘
み
そ
は
比
較

的
短
く
、
辛
口
み
そ
は
長
く
な
り
ま
す
。

　
豆
み
そ
は
大
豆
を
水
に
浸
し
て
か
ら
圧
力

を
か
け
て
蒸
し
、
つ
ぶ
し
て
み
そ
玉
を
つ
く

り
ま
す
。そ
れ
に
種
麹
と
香
煎（
大
麦
ま
た
は

裸
麦
を
煎
っ
た
粉
末
）を
散
布
し
製
麹
し
ま

す
。
そ
の
み
そ
玉
麹
を
つ
ぶ
し
、
塩
水
と
塩

を
混
ぜ
て
熟
成
さ
せ
ま
す
。
な
お
、
国
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
約
８
割
が
米
み
そ
で
す
。

●
お
い
し
さ
を
守
る
た
め
に

　
開
封
後
は
な
る
べ
く
空
気
に
触
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ッ
プ
な
ら
み
そ
の

表
面
に
ラ
ッ
プ
を
、
袋
入
り
の
み
そ
で
あ
れ

ば
空
け
口
を
ゴ
ム
や
ク
リ
ッ
プ
で
封
を
し
て

か
ら
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
室

温
に
保
存
し
て
も
変
敗
、
腐
敗
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
気
温
が
高
く
な
る
夏

季
は
温
度
の
影
響
で
褐
変
が
進
行
し
や
す

く
、
色
が
濃
く
な
っ
た
り
香
り
が
変
化
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
じ
つ
は
冷
凍
庫
で
の
保
存

も
お
薦
め
で
す
。
み
そ
は
凍
る
こ
と
が
な
い

の
で
、
取
り
出
し
て
す
ぐ
に
使
え
ま
す
。

●
世
界
で
注
目
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

　
２
０
１
５
年
の
輸
出
実
績
は
約
１
．３
万
ｔ

と
過
去
最
高
値
を
更
新
。
１
９
７
５
年
に
は

８
０
０
ｔ
だ
っ
た
輸
出
量
が
約
16
倍
に
も
成

長
し
ま
し
た
。
世
界
的
な
和
食
人
気
に
加
え
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
健
康
と
食
と
い

う
観
点
か
ら
も
み
そ
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
近
年
の
発
酵
食
品
ブ
ー
ム
か

ら
、
み
そ
が
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は「
医
者
に
金
を
払
う
よ
り

も
、
み
そ
屋
に
払
え
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
し
た
。
平
均
寿
命
が
37
、
38
歳
と
い

う
時
代
に
75
歳
と
長
寿
だ
っ
た
徳
川
家
康
は

み
そ
ど
こ
ろ
の
三
河
出
身
。
葉
菜
が
５
種
、

根
菜
が
３
種
入
っ
た
み
そ
汁
を
食
べ
た
そ
う

で
す
。
代
々
の
将
軍
も
家
訓
を
守
り
、
食
膳

に
み
そ
汁
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
か
。

　
先
人
が
感
覚
的
に
と
ら
え
て
き
た
み
そ
の

力
が
、
現
代
の
科
学
で
次
々
と
解
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
国
の
歴
史
と
先
人
の
知
恵
が

つ
ま
っ
た
み
そ
は
、
こ
の
先
も
ず

っ
と
、
私
た
ち
の
健
康
の
礎
で
あ

り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

・みそ健康づくり委員会（平成26年3月）『みそを知る』一般社団法人中央味噌研究所
・みそ健康づくり委員会（2011年7月）『みそ知り博士のQ＆A50』一般社団法人中央味噌研究所
・みそ健康づくり委員会ホームページ　http://miso.or.jp
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
と
郡
山
市
立
大
島
小
学
校
合
唱
部
の「
ふ
る
さ
と
」の
歌

声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。
会
場
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま
は
、
会
場
の
隣
に
現
在
で
も
被
災
者
住
宅
の
プ
レ

ハ
ブ
が
立
ち
並
び
、
東
日
本
大
震
災
時
に
多
く
の
避
難
者
で
あ

ふ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
開
会
式
で
森
山
裕
農
林
水
産
大
臣

は「
3
月
に
は
第
3
次
食
育
推
進
基
本

計
画
が
作
成
さ
れ
、
4
月
か
ら
食
育

が
内
閣
府
か
ら
農
林
水
産
省
に
移
管

さ
れ
た
。
今
後
と
も
関
係
各
所
と
の

連
携
の
も
と
積
極
的
に
食
育
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。」
内
堀
雅
雄
福
島
県

知
事
は「
避
難
生
活
よ
り
子
ど
も
の
む

し
歯
が
増
加
す
る
な
ど
健
康
面
の
悪

化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
企
業
、
市
町

村
と
連
携
し
全
国
で
誇
れ
る
健
康
長
寿
県
を
目
指
し
た
い
。」と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後「
平

成
28
年
度
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
表
彰
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
展
示
会
場
で
は
約
1
2
0
団
体

に
よ
る
展
示
、
試
食
、
体
験
、
食

育
ク
イ
ズ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に

行
わ
れ
、
日
曜
日
に
は
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
尾
木
直
樹
氏
に
よ
る

基
調
講
演
、
辰
巳
琢
郎
氏
に
よ
る

特
別
講
演
、
金
田
雅
代
氏
の
「
学

校
給
食
と
子
ど
も
の
食
育
」な
ど

あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は

キ
ッ
チ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
和
食
応
援

団
笠
原
将
弘
氏
に
よ
る
実
演
と
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、学
ぶ
！
体
験
！

楽
し
む
！
遊
ぶ
！
が
い
っ
ぱ
い
の

2
日
間
で
し
た
。

　
次
年
度
は
岡
山
県
で
平
成
29
年
6
月
30
日（
金
）・

7
月
1
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
8
月
3
日（
水
）、
4
日（
木
）大
阪
府
大
阪
市
に
お
い
て
、『「
栄
養
教
諭
を
中
核

と
し
た
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
」〜
食
育
の
波
を
全
国
へ
　天
下
の
台
所
　大
阪
か
ら
〜
』

を
主
題
と
し
て
、第
57
回
全
国
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、東
京
都

か
ら
は
92
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
終
了
後
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
健
康
教
育
・

食
育
課
長
和
田
勝
行
氏
か
ら
、「
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
と
栄

養
教
諭
の
役
割
」と
題
し
て
、
関
係
省
庁（
農
林
水
産
省
、
消
費
者
庁
、

食
品
安
全
委
員
会
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
）の
食
育
に
関
す

る
取
組
例
、
食
育
推
進
体
制
、
第
3
次
食
育
推
進
基
本
計
画（
平
成

28
〜
32
年
度
）、
栄
養
教
諭
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
栄
養
教
諭
配
置

数（
公
立
）、
学
校
給
食
に
お
け
る
食
中
毒
発
生
状
況
、
社
会
的
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
学
校
給
食
の
活
用（
平
成
28
年
新
規
事
業
）

ほ
か
、
多
岐
に
わ
た
る
報
告
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
実
践
発
表
で
は
、『「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
の
顔
が
輝
く
学
校
づ
く

り
」〜
食
を
入
れ
る
と
授
業
が
お
も
し
ろ
い
ね
ん
〜
』を
主
題
と
し
て
、大
阪
府
泉
南
郡
田
尻

町
立
小
学
校 

校
長 

堀
内
喜
代
子
氏
、
同
校 

指
導
教
諭
黒
島
裕
美
氏
、
同
校 

栄
養
教
諭
市
政

雅
美
氏
に
よ
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。発
表
で
は
、研
究
主
題
を『「
思

い
や
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」〜
外
国
語

を
ツ
ー
ル
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
〜
』に
設
定
し

た
こ
と
お
よ
び
、
校
内
研
究
へ
の
栄
養
教
諭
の
参
画
の
実
態
に
つ
い

て
、
資
料
や
動
画
等
で
具
体
的
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
の
最
後

に
は
、
成
果
と
今
後
の
課
題
を
あ
げ
、
と
く
に
栄
養
教
諭
の
校
内
研

修
参
画
に
よ
る
成
果
と
し
て
、栄
養
教
諭
と
学
級
担
任
が「
食
」に
関

す
る
指
導
を
行
う
際
、教
科
に
関
連
さ
せ
た「
食
」に
関
す
る
指
導
を

学
級
担
任
が
行
う
授
業
内
で
、栄
養
教
諭
も「
食
」に
関
す
る
指
導
を

一
緒
に
実
施
す
る
こ
と
で
効
果
が
実
感
で
き
、「
食
」に
関
す
る
指
導
を
従
来
の
単
発
的
な
指

導
か
ら
、連
続
的
な
指
導
と
し
、授
業
自
体
の
幅
を
広
げ
、理
解
度
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
あ
げ

た
。今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
食
」を
か
ら
め
た
教
科
指
導
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て
、誰
も

が
お
も
し
ろ
く
、楽
し
く
、教
え
て
い
け
る
よ
う
に
定
着
を
図
る
こ
と
、授
業
参
観
、Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
、
講
演
会
等
の
機
会
を
う
ま
く
活
用
し
て
、
保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
も「
食
」の

大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
と
一
体
化
し
た
活
動
に
な
る
よ
う
に
取
組
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
実
践
発
表
の
他
、
大
阪
色
に
あ
ふ
れ
た「
笑
育
〜
食
育
漫
才
〜
」や
、
お
好
み
焼
き
専
門
店

千
房
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
中
井
正
嗣
氏
に
よ
る「
食
を
通
じ
て
人
を
育
て
る
　
心
を
育

て
る
」と
題
し
て
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
各
研
究
主
題
に
基
づ
き
、
8
分
科
会
に
わ
か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
・
議
論
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
の
全
国
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
研
究
大
会
は
石
川
県
で
平
成
29
年
8
月

3
日（
木
）、
8
月
4
日（
金
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

食育推進全国大会

全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会

チャレンジふくしま！おいしくたのしく健康長寿
～復興のあゆみ。全国のみなさまへ感謝の気持ちをこめて～

日時：6月11日（土）・12日（日）
場所：福島県郡山市 ビッグパレットふくしま

第11回 in ふくしま

主催：農林水産省、福島県
　　　第11回食育推進全国大会福島実行委員会

テーマ

わ
ら
い
く

第57回

森山農林水産大臣挨拶

女子大とのコラボ弁当
「お疲れ様弁当」

福島県学校給食会展示
釣りぼりクイズ

実践発表の様子

文部科学省説明
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給食会だより

のお知らせ

味めぐり
カフェ

日時▶10月29日（土）10時から14時

場所▶東京都学校給食会館

内容▶にっぽんの郷土食～新米を主役に～
　　　「給食時間の指導」　お米ができるまで

対象者 ： 平成24・25・26・27年度採用学校栄養職員
定　員 : 36名　
申　込 : 申込書は東京都学校給食会ホームページに掲載
※応募と同時に参加となりますので、欠席の際は必ず事前にご連絡ください。
応募者多数でご参加いただけない場合のみ10月18日（火）までにご連絡いたします。

第2回（10月29日 土曜日）の参加者を募集します。

平
成
28

年度
　学校

栄養職員　情報交換
会

　「世界の料理を作ってみよう！オリンピック開催地の料理」をテーマに平成
28年6月4日（土）に実施しました。過去の開催国であるアテネ（ギリシャ）、
北京（中国）、ロンドン（イギリス）に加え、今年の開催地であるリオデジャネ
イロ（ブラジル）の献立を調理しました。今年はオリンピックイヤーという
ことで、多くの方に参加いただきました。実際に調理、試食することで、
異国の料理の味に触れ、献立に取り入れる際の分量調整の参考になったとの
意見が多かったです。また、他の区市や他の学校の方々との交流の場として
貴重な時間となりました。

　八王子市教育委員会 安齊祥江先生による
「給食時間の指導」では、八王子市の食育目標
から授業での取り組み、給食掲示板、家庭・
地域への啓発・連携から、当日の献立に関連
した指導を実際に使用した資料を交えてお話しいただきました。
　参加者からはとても参考になったとの意見はもちろんのこと、「市内で教材
の共有ができる仕組みは素晴らしい」「地元密着型の話題を盛り込んだ指導
は八王子市の児童・生徒にとって身近な話題でとても良い」との意見があり
ました。なお、当日のレシピは給食会ホームページに掲載しています。

平成28年度 学校栄養職員 情報交換会

味めぐりカフェ
第1回
報告

日　　時：平成28年11月26日（土） 
午前9時から午後5時

参加対象：学校給食実施校及び共同調理場の栄養教諭・
学校栄養職員

　　　　　各区市町村教育委員会の栄養管理担当者
主　　催：公益財団法人 東京都学校給食会
後　　援：東京都教育委員会

一般社団法人東京都小学校PTA協議会
東京都公立中学校PTA協議会

定　　　員：40名
（応募者多数の場合は抽選）

経　　　費：昼食代は参加者負担
申込方法等：9月分請求書に同封の申込書に必要事項を記入

し、本会あてにFAXでお送りください。
申込書は、東京都学校給食会ホームページにも
掲載しています。

　　　　　　スカートではなくズボンでお越しください。
申込締切り：10月27日（木）

株式会社 新丸正
＊ふし製造、削り工程、EU・HACCP対応工場および
漁港での水揚げ、冷凍保管倉庫見学、だしの試飲等
※入船状況により、水揚げが見られないこともあります。

※24～27年度採用
　でない方もご相談
　ください。
食育・安全推進係
03-3822-9391（ ）

見学場所
及び内容工場見学の

お知らせ

平成28年度

集合・解散

JR静岡駅

安齊先生による
給食時間の指導の様子

リオデジャネイロの献立
ごはん、ムケッカ、パステウ、

コーヒーゼリー

9



　夏
休
み
は
学
校
給
食
に
と
っ
て
も
お

休
み
の
期
間
で
、
調
理
室
も
蝉
し
ぐ
れ

の
中
、
ひ
っ
そ
り
と
新
学
期
で
の
出
番

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
は
逆
に
、

こ
こ
駒
込
の
学
校
絵
食
会
館
の
夏
は
、

俄
か
に
活
気
づ
き
ま
す
。
各
種
の
講
習

会
、研
修
会
、講
演
会
、研
究
発
表
会
な

ど
が
目
白
押
し
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　学
校
給
食
に
携
わ
る
方
々
は
、
普
段
、

日
々
の
学
校
給
食
実
施
の
た
め
に
な
か

な
か
時
間
が
と
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

夏
季
休
業
期
間
は
貴
重
な
充
電
の
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を

あ
ん
な
食
材
を
、
と
思
い
め
ぐ
ら
す
時

で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
見
聞
を
広
め
、

知
識
を
蓄
え
、
見
識
を
高
め
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
そ
れ
が
結
果
と
し
て
学
校

給
食
の
充
実
、
児
童
・
生
徒
た
ち
の
生

涯
に
わ
た
っ
て
の
健
康
、
そ
し
て
何
よ

り
笑
顔
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
そ
ん
な

参
加
者
の
意
気
込
み
に
触
れ
る
時
、
公

益
法
人
と
し
て
の
学
校
給
食
会
の
役
割

の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　さ
て
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
日

本
人
選
手
た
ち
の「
熱
い
」戦
い
に
酔
い

し
れ
た「
暑
い
」夏
も
過
ぎ
、
何
を
や
る

に
も
適
し
た
過
ご
し
や
す
い
季
節
・
秋

が
到
来
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
り
の

季
節
。
梨
、
葡
萄
、
柿
、
栗
と
次
々
に

繰
り
出
さ
れ
る
切
れ
味
鋭
い
タ
ッ
ク
ル

に
、
私
た
ち
の
味
覚
は
マ
ッ
ト
に
叩
き

つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
や
っ
ぱ
り
、

日
本
の
秋
が
一
番
！
」と
ど
こ
か
の
ビ

ー
ル
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
よ
う
な
セ
リ

フ
を
吐
い
て
し
ま
い
そ
う
。

　新
米
の
季
節
も
も
う
ま
ぢ
か
。
今
号

で
紹
介
し
た
お
味
噌
の
豆
知
識
と
と
も

に
、
果
物
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
食
材

を
駆
使
し
、
夏
の
充
電
を
放
電
し
つ
つ
、

味
覚
の
饗
宴
と
い
き
ま
し
ょ
う
。（龍

生
）

ひ
と
こ
と

給食会だより

•表2～表5の乾物量の欄の値は、基準
乾物量に対する過不足率
•○で囲んだ数値は、乾物量が許容誤差
範囲を越えたもの

官能審査及び乾物量検査

食パン

パンの種類 件数

14
（11）

評　点 評点別分類 基準乾物量に対する過不足率（％）
注：（　）内の数値は、前年度の抜取調査結果表1

表2

最高点 最低点 平均点

82.20
（82.00）

79.30
（79.20）

81.10
（80.73）

70.00
～
74.99

－ 10.1
以上

－ 10.0
～
－ 5.1

－ 5.0
～
－ 0.1

0.0
～
5.0

5.1
～
10.0

10.1
以上

0
（0）

2
（0）

1
（3）

10
（3）

1
（4）

0
（1）

75.00
～
79.99

80.00
以上

0
（0）

2
（2）

12
（9）

6
（9）

82.45
（81.75）

78.45
（79.00）

80.64
（80.67）

0
（0）

0
（0）

4
（4）

2
（3）

0
（2）

0
（0）

0
（0）

2
（2）

4
（7）

1
（1）

80.15
（80.30）

80.15
（80.30）

80.15
（80.30）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

1
（3）

82.20
（82.45）

82.20
（80.15）

82.20
（81.15）

0
（0）

0
（2）

0
（1）

1
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（3）

全　体 22
（24）

82.45
（82.45）

78.45
（79.00）

80.98
（80.74）

0
（0）

2
（2）

6
（9）

13
（6）

1
（6）

0
（1）

0
（0）

4
（4）

18
（20）

食パン

コッペパン

丸パン

特殊加工パン

本会では品質向上を目的に判定基準「可」
以下の工場に対し、技術指導を実施して
おります。

官能審査判定基準
判　定
優
良
可
不可

80.00 ～ 85.00
75.00 ～ 79.99
70.00 ～ 74.99
69.99以下

点　数

パン工場名 乾物量（％） 評 点
㈱三好屋食品工業
㈱東山堂ベーカリー
竹島製パン㈱ 大森工場
㈲フレンドベーカリー
荒井製菓㈱
荒川製パン㈱
㈲タケベーカリー
不動製パン㈱
㈲セントラル村田商店
竹島製パン㈱八王子工場
㈲アイグラン
㈱イチマツ食品 青梅工場
㈱皐月
宮崎食品㈲

△5.3
5.3
2.9
2.3
4.2
4.2
3.1

△5.9
4.0
1.2

△2.8
3.5
3.1
0.0

82.20
79.60
81.20
81.70
80.50
81.80
81.80
82.00
79.30
80.90
81.30
81.30
81.80
80.00

丸パン表4
パン工場名 乾物量（％） 評 点

㈱東和パン △2.4 80.15

コッペパン表3
パン工場名 乾物量（％） 評 点

㈱大森製パン
福屋製パン㈱
㈱ヒロセ
東武食品工業㈱
㈱一松
㈱イチマツ食品

2.9
△1.8
△1.8
△4.3
△2.1
1.7

81.70
81.90
78.80
78.45
82.45
80.55

特殊加工パン表5
パン工場名 乾物量（％） 評 点

三和製パン㈱ 4.8 82.20

（注1） 乾物量　製品から水分を除いた重量
（注2） 許容誤差範囲　基準乾物量に対して、食パン形で±10％以内、コッペ及びその他の形で±5％以内

平成28年度学校給食用パン抜取調査結果

2．調査担当

1．調査内容
（1）内相・外観の官能審査　　（2）乾物量検査

（1）官 能 審 査

（2）乾物量検査 本会職員

一般社団法人日本パン技術研究所研究調査部チーフ 並木利文
東京都学校給食パン協同組合理事長  萩原淳一
東京都学校給食パン協同組合技術部長  宮崎宗一郎
東京都教育庁地域教育支援部義務教育課
　課長代理（給食指導担当） （14日） 若山ますみ
東京都教育庁都立学校教育部学校健康推進課
　課長代理（給食指導担当） （15日） 宮野恵理
公益財団法人東京都学校給食会業務課
　食育・安全推進係主任  三井　彩

　平成28年度学校給食用パン抜取調査
を6月14日（火）、15日（水）の2日間、学
校給食用パン加工委託工場を対象に実施
しました。
　調査結果は、75点未満の工場（技術指
導を要する工場）および乾物量（注1）の許
容誤差範囲（注2）を超えた工場はありませ
んでした。詳細は表1～表5のとおりです。
　本会では、この結果に基づき、東京都学
校給食パン協同組合に対し、各加工委託
工場に対する指導の徹底を要請しました。
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